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被爆77周年
長崎原爆犠牲者慰霊
平和祈念式典

　

８
月
９
日
、
平
和
公
園
で
被
爆
７７
周
年

長
崎
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
平
和
祈
念
式
典
が

営
ま
れ
、
遺
族
や
被
爆
者
、
岸
田
文
雄
首

相
や
核
保
有
国
６
か
国
を
含
む
８３
か
国
（
過

去
最
多
）
の
大
使
ら
の
他
、
今
年
は
３
年

ぶ
り
に
一
般
参
列
者
も
参
列
し
、
約
１
，

７
０
０
人
が
犠
牲
者
の
冥
福
と
世
界
平
和

を
祈
念
し
ま
し
た
。

　

式
典
の
冒
頭
で
は
、
今
年
が
最
後
の
出

演
と
決
め
た
被
爆
者
で
作
る
合
唱
団
「
被

爆
者
歌
う
会　
ひ
ま
わ
り
」
が
、「
も
う
二

度
と
」
を
披
露
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
３
年
ぶ
り
の

合
唱
で
し
た
が
、
会
員
の
高
齢
も
あ
り
、

今
回
が
最
後
の
登
壇
と
な
り
ま
し
た
。

　
１１
時
２
分
の
黙
祷
後
の
田
上
市
長
に
よ
る

「
長
崎
平
和
宣
言
」
で
は
、
核
兵
器
禁
止
条

約
へ
の
署
名
・
批
准
を
日
本
政
府
に
求
め
ま

し
た
。
ま
た
被
爆
者
代
表
の
宮
田
隆
さ
ん
は

「
平
和
へ
の
誓
い
」
で
、
自
ら
の
被
爆
体
験

と
現
在
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
重
ね
、
核

廃
絶
を
訴
え
ま
し
た
。

　

今
年
が
初
め
て
の
参
列
と
な
る
岸
田
首

相
は
、
献
花
を
行
い
、
挨
拶
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
現
職
の
総
理
大
臣

と
し
て
初
め
て
、
長
崎
原
爆
資
料
館
を
見

学
さ
れ
ま
し
た
。

　
青
少
年
ピ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
式
典

会
場
の
平
和
公
園
で
参
列
者
に
水
や
お
し

ぼ
り
等
を
渡
し
、
式
典
の
開
催
に
協
力
し

ま
し
た
。

共催・協力・後援事業
　8月9日の長崎原爆の日に合わせて行われた様々なイベントに
対し、当協会では助成等を行いました。
　8月の共催・協力・後援事業は下記のとおりです。

【共催】第37回長崎平和音楽祭（長崎平和音楽祭実行委員会）
【協力】Convergence of Peace Activities（東京大学大学院 渡邉英徳研究室）
【後援】へいわの絵（生活協同組合ララコープ）
 第4回長崎平和祈念茶会（茶道裏千家淡交会長崎支部）
 平和の祈りキッズゲルニカinながさき 国際子ども平和壁画展（長崎親善人形の会「瓊子の会」）
 第60回原爆忌文芸大会（長崎国際文化協会）
 被爆77年連合平和2022ナガサキ集会（日本労働組合総連合会）
 2022ピースアクションinナガサキ虹のひろば（長崎県生活協同組合連合会）

Convergence of Peace Activitiesの様子
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音楽と、朗読と、言葉で紡ぐ、
ピーター・タウンゼントの平和への想い

　
８
月
１３
日
、
長
崎
原
爆
資
料
館
ホ
ー
ル
で
「
音
楽
と
、

朗
読
と
、
言
葉
で
紡
ぐ　

ピ
ー
タ
ー
・
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト

の
平
和
へ
の
想
い
」
を
開
催
し
、
約
１
１
０
人
が
来
場
し

ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
ピ
ー
タ
ー
・
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
氏
が
谷
口

稜
曄
氏
の
被
爆
体
験
を
基
に
書
い
た
「
ナ
ガ
サ
キ
の
郵
便

配
達
」
か
ら
組
曲
を
作
曲
し
た
佐
藤
洋
平
氏
が
ク
ラ
シ
ッ

ク
ギ
タ
ー
を
演
奏
し
、
声
優
・
松
田
洋
治
氏
が
本
を
朗

読
す
る
こ
と
で
谷
口
氏
の
生
涯
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
氏
が
来
日
し
た
際
に
通
訳

を
務
め
た
田
崎
昇
氏
と
、
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
氏
の
長
女
イ
ザ

ベ
ル
・
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
氏
が
対
談
を
行
い
ま
し
た
。
取
材

当
時
の
様
子
や
、
寡
黙
だ
っ
た
二
人
が
親
交
を
深
め
て

い
っ
た
様
子
が
語
ら
れ
、
当
時
の
状
況
を
知
り
、
二
人
の

平
和
に
対
す
る
想
い
を
感
じ
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

イ
ザ
ベ
ル
・
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
氏
は
最
後
に
、「
今
回
、

素
晴
ら
し
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
私
が
長
年

続
け
て
い
る
演
劇
を
手
段
の一つ
と
し
て
、
長
崎
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
、核
兵
器
の
悲
惨
さ
を
発
信
し
て
い
き
た
い
」

と
締
め
く
く
っ
て
閉
会
し
ま
し
た
。

　ピーター・タウンゼントさんは3回の谷口稜曄さんの
取材をもとに1984年、「長崎の郵便配達」（英語版・
仏語版）を出版しました。イザベルさんは当時23歳、
父親の作家活動に関心がありませんでしたが、この本
を読んで原爆の恐ろしさと谷口さんの勇気に衝撃と感
動を受けたそうです。
　イザベルさんは映画の製作のため、4年前長崎を訪
問しました。この度、映画の全国上映のため来日し、
今回の催しが開催されました。イザベルさんは、現在
は女優と舞台監督として活躍されているそうで、内に
秘めた情熱は父親譲りと感じました。
　イザベルさんは今後も舞台を通して平和の大切さを
発信し続けると語りました。核兵器使用の危険が憂慮
される今日、映画と本が世界の多くの人々に核兵器の
非人道性を想起させることを念願します。

田崎昇さん

　

国
際
平
和
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
７
月
３０
日
、
長

崎
原
爆
資
料
館
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
、
ア
メ
リ

カ
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
「
軍

備
管
理
協
会
」
の
ダ
リ

ル
・
キ
ン
ボ
ー
ル
会
長

の
基
調
講
演
の
後
、コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
石
合

力
さ
ん
（
朝
日
新
聞
編

集
委
員
）
の
進
行
の
も

と
に
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
金
淑
賢
さ
ん
（
韓
国
・

国
家
安
保
戦
略
研
究
院 

責
任
研
究
委
員
）、

樋
川
和
子
さ
ん
（
大
阪
女
学
院
大
学
・
大
学

院
教
授
）、
吉
田
文
彦
さ
ん
（
長
崎
大
学
核
兵

器
廃
絶
研
究
セ
ン
タ
ー
長
）、
和
田
征
子
さ
ん

（
日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会 

事
務
局

次
長
）
が
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

の
現
状
か
ら
、
核
戦
争
を
防
ぐ
た
め
に
核
兵

器
の
廃
絶
の
必
要
性
な
ど
を
討
論
し
ま
し
た
。

　
ま
た
「
Ｍ
Ｚ
世
代
」
と
呼
ば
れ
る
若
い
世
代

の
代
表
と
し
て
、
辻
愛
沙
子
さ
ん
（
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
株
式
会
社
ａｒｃａ 

Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
と
林
田
光
弘
さ
ん
（
長
崎
大
学
核
兵

器
廃
絶
研
究
セ
ン
タ
ー 

特
任
研
究
員
）
が
対

談
し
、
一
人
ひ
と
り
が
平
和
や
核
に
つ
い
て
話

題
と
し
て
取
り
上
げ
、
伝
聞
し
て
い
く
こ
と
で

核
兵
器
廃
絶
へ
の
潮
流
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る

こ
と
な
ど
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

国
際
平
和

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

佐藤洋平さん

松田洋二さん

イザベル・タウンゼントさん

講演会
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青少年ピースフォーラム 3 年ぶりの対面開催
　
８
月
８
日
・
９
日
に
開
催
し
た
青
少
年
ピ
ー

ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
全
国
の
青
少
年
が
長
崎

に
集
ま
り
、
原
爆
や
平
和
に
つ
い
て
学
び
、
意

見
を
交
わ
し
ま
し
た
。
３
年
ぶ
り
の
現
地
開
催

と
な
っ
た
今
年
は
、
２８
自
治
体
か
ら
約
２
５
０

人
の
青
少
年
が
参
加
し
、
５６
人
の
青
少
年
ピ
ー

ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
進
行
を
務
め
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
被
爆
体
験
講
話
の
聴
講
後
、

２
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
原
爆
資
料
館
周
辺
の
見

学
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
Ａ
コ
ー
ス
は
、原
爆
資
料
館
周
辺
を
巡
る「
こ

ぢ
ん
ま
り
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
や
長
崎
原
爆

に
つ
い
て
の
基
礎
学
習
、
戦
争
を
疑
似
体
験
す

る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

Ｂ
コ
ー
ス
で
は
、
平
和
公
園
・
浦
上
天
主

堂
・
山
王
神
社
の
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。
実
際
の

被
爆
建
造
物
等
を
訪
れ
る
こ
と
で
当
時
の
状
況

や
原
爆
の
脅
威
な
ど
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
初
め
て
出
島
メ
ッ
セ
長
崎
で
開
催

し
、
全
自
治
体
が
集
ま
っ
て
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。
争
い
の
原
因
と
そ
の
解
決
策
を
各
班

で
話
し
合
い
、
平
和
を
つ
く
る
に
は
自
分
た
ち

が
ど
う
行
動
す
べ
き
か
考
え
、
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
最
後
に
は
、
青
少
年
ピ
ー
ス

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
主
体
と
な
っ
て
撮
影
や
編
集

を
手
掛
け
た
２
０
２
２
年
度
版
「
千
羽
鶴
」
リ

モ
ー
ト
合
唱
動
画
を
上
映
し
、
参
加
者
か
ら

多
く
の
反
響
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
個
々
の
学

び
に
活
か
す
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
サ
ー
ビ

ス
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
を
実
施
す
る
国
際
基

督
教
大
学
（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
か
ら
、
今
年
度
も

学
生
４
人
を
受
け
入
れ
、
７
月
１１
日
か
ら

８
月
１０
日
ま
で
の
日
程
で
活
動
し
ま
し
た
。

　
４
人
は
、
原
爆
資
料
館
や
追
悼
平
和
祈

念
館
、
周
辺
の
被
爆
建
造
物
等
の
見
学
や

長
崎
大
学
で
の
講
義
な
ど
で
、
原
爆
・
平

和
に
関
す
る
知
識
や
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
「
青
少
年
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

に
参
加
し
、
青
少
年
ピ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
共
に
司
会
進
行
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
で
の
案
内
、
意
見
交
換
の
進
行
役
な
ど

も
務
め
、
活
動
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
４
人
は
今
後
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
開
催
す
る
原

爆
・
平
和
展
で
も
企
画
運
営
な
ど
に
携
わ

る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
ま
す
ま
す
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ＩＣＵの学生4人も
活躍

【1日目】長崎市平和会館
●被爆体験講話
　（山田一美氏）

【2日目】平和公園・
　　　　 出島メッセ長崎
●原爆犠牲者慰霊平和祈念式典
●意見交換会

●コース別活動
　A ： 室内学習 ・ 原爆資料館周辺見学
　B ： フィールドワーク
　　　①平和公園　②浦上天主堂　③山王神社
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「少年平和と友情の翼」 で沖縄県訪問
　
長
崎
市
内
の
中
学
生
を
沖
縄
県
に
派
遣
す
る

「
少
年
平
和
と
友
情
の
翼
」
を
８
月
１８
日
～
２０

日
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

研
修
の
目
的
は
、
沖
縄
戦
や
沖
縄
の
歴
史

を
学
び
平
和
の
尊
さ
を
学
ぶ
こ
と
、
沖
縄
の

中
学
生
に
長
崎
原
爆
の
被
害
を
伝
え
る
こ
と
、

友
達
や
先
輩
と
の
友
情
や
連
携
を
深
め
る
こ

と
、決
め
ら
れ
た
役
割
を
果
た
し
、約
束
を
守
っ

て
集
団
行
動
を
す
る
こ
と
。
事
前
研
修
を
経

て
、
沖
縄
県
に
出
発
し
ま
し
た
。

　

沖
縄
で
は
ま
ず
首
里
城
を
訪
れ
、
展
望
台

か
ら
那
覇
市
内
の
地
形
を
知
り
、
司
令
部
壕

跡
を
見
学
し
ま
し
た
。
２
日
目
は
平
和
祈
念

公
園
の
「
長
崎
県
の
礎
」
等
で
献
花
し
黙
祷

を
捧
げ
た
後
、
那
覇
市
立
松
島
中
学
校
の
参

加
者
と
平
和
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
も
平
和
祈
念
資
料
館
や
ひ
め
ゆ

り
祈
念
資
料
館
の
見
学
、
ひ
め
ゆ
り
学
徒
隊

に
つ
い
て
の
講
話
の
聴
講
や
、
沖
縄
戦
で
実
際

に
使
用
さ
れ
て
い
た
壕
の
訪
問
な
ど
、
一
緒
に

行
動
し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
道
の

駅
か
で
な
で
は
、
大
き
く
せ
り
出
し
た
展
望
台

か
ら
嘉
手
納
基
地
が一望
で
き
、
町
と
基
地
の

近
さ
を
体
感
し
ま
し
た
。

　
３
日
間
と
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、
沖
縄
の
中
学

生
と
交
流
し
な
が
ら
沖
縄
戦
に
つ
い
て
学
び
、

長
崎
の
原
爆
を
伝
え
、
平
和
な
世
界
の
尊
さ
を

感
じ
な
が
ら
全
行
程
を
終
了
し
ま
し
た
。
参
加

者
全
員
が
自
分
の
役
割
を
果
た
し
、
連
携
を
し

て
当
初
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
と

て
も
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
８
月
２５
日
、３
年
ぶ
り
と
な
る「
平
和
学

習
発
表
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
平
和
学
習
発
表
会
」は
、長
崎
市
内
の

中
学
生
が
、日
頃
取
り
組
ん
で
い
る
平
和
学

習
の
発
表
を
と
お
し
て
、各
学
校
で
の
活
動

を
発
展
さ
せ
る
機
会
と
す
る
こ
と
を
目
的

に
、平
成
１８
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、市
内
の
中
学
校
２３
校
か
ら
、５１

人
の
学
生
が
参
加
し
、各
学
校
で
の
平
和

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表
し
、意
見
を

交
わ
し
ま
し
た
。ま
た
、市
内
で
取
り
組
ま

れ
て
い
る
平
和
活
動
に
つ
い
て
も
、沖
縄
派

遣
事
業「
少
年
平
和
と
友
情
の
翼
」の
参
加

者
や
、青
少
年
ピ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。来
場
者
か
ら
は「
他

の
学
校
の
生
徒
と
交
流
す
る
機
会
は
初
め

て
で
、と
て
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
出
来
た
」「
今
日
学
ん
だ
こ
と
を
、

学
校
で
も
広
め
て
い
き
た
い
」等
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「平和学習発表会」で
中学生が活動紹介

【スケジュール】
●那覇市長 表敬訪問 → ●首里城公園 見学（西のアザナ、東のアザナ、首里城、旧第32軍司令部壕跡） → 
●沖縄県営平和祈念公園 見学（長崎県の礎、平和の礎） → ●那覇市立松島中学校との意見交換 →
●沖縄県平和祈念資料館 見学 → ●ひめゆり平和祈念資料館見学・講話聴講（尾鍋拓美氏） →
●糸数の壕（アブチラガマ）見学 → ●道の駅かでな 見学 → ●沖縄美ら海水族館 見学

・青少年ピースフォーラム、少年平和と友情の翼、平和学習発表会は、長崎市からの受託事業です。
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9
月
3
日
、
長
崎
県
音
楽
連
盟
の
協
力
の

下
、
第
1
回
ラ
ウ
ン
ジ
コ
ン
サ
ー
ト
を
追
悼

平
和
祈
念
館
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
で
開
催
し
、
約

50
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

長
崎
に
縁
の
あ
る
歌
や
平
和
を
願
う
曲
で

構
成
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
ピ
ア
ノ
や
尺

八
の
演
奏
の
他
、
永
井
隆
博
士
作
詞
「
南

天
の
花
」
や
プ
ッ
チ
ー
ニ
作
曲
の
オ
ペ
ラ
な

ど
を
4
人
が
歌
い
ま
し
た
。
最
後
に
は
長
崎

県
音
楽
連
盟
に
ピ
ア
ノ
提
供
の
感
謝
状
を
贈

り
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
長
崎
市
の
「
平
和
の

文
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
関
連
事
業
と
し
て
実

施
し
て
お
り
、
10
月
8
日
、
11
月
19
日
に
も

開
催
予
定
で
す
。

ラウンジコンサート 2022 vol.1
Music Garden Pray & Play

鳥取県米子市で1年越しの開催
県外原爆・平和展

　

７
月
25
日
～
８
月
５
日
、
追
悼
平
和
祈
念
館

交
流
ラ
ウ
ン
ジ
で
、
写
真
資
料
調
査
部
会
主
催

に
よ
る
「
被
爆
77
年 

ナ
ガ
サ
キ
原
爆
写
真
展
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

に
よ
り
核
兵
器
が
使
用
さ
れ
か
ね
な
い
今
だ
か

ら
こ
そ
、
原
爆
の
惨
状
を
見
て
ほ
し
い
」
と
い

う
部
会
員
の
思
い
か
ら
、
人
や
街
の
様
子
を
撮

影
し
た
写
真
を
中
心
に
約
40
点
が
選
定
さ
れ
ま

し
た
。
東
京
大
学
大
学
院
の
渡
邉
英
徳
教
授
が

Ａ
Ｉ
等
を
活
用
し
て
カ
ラ
ー
化
し
た
き
の
こ
雲

の
写
真
の
他
、
大
型
パ
ノ
ラ
マ
写
真
や
復
興
の

兆
し
が
見
え
る
1
年
4
か
月
後
の
写
真
な
ど
も

展
示
し
ま
し
た
。

写真資料調査部会主催
被爆77年 ナガサキ原爆写真展

　

８
月
６
日
、
長
崎
原
爆
資
料
館
ホ
ー
ル
で
、

当
協
会
の
音
楽
部
会
も
運
営
に
携
わ
る
長
崎
平

和
音
楽
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
で
３７
回

を
数
え
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
心
に
響
く
音
楽
に　

で

あ
い 

ふ
れ
あ
い 

い
っ
し
ょ
に
笑
顔
…
」

　

リ
コ
ー
ダ
ー
と
チ
ェ
ン
バ
ロ
で
奏
で
ら
れ
る
バ

ロ
ッ
ク
音
楽
の
音
色
に
、
心
の
や
す
ら
ぎ
を
感

じ
、
来
客
者
も
、
リ
ズ
ム
を
取
り
な
が
ら
楽
し

そ
う
に
鑑
賞
し
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

の
中
で
の
実
施
で
し
た
が
、
音
楽
の
力
を
信
じ

る
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
力
強
く
発
信
さ
れ
ま

し
た
。

音楽部会も運営に参加
第37回 長崎平和音楽祭

　

鳥
取
県
米
子
市
で
、
昨
年
度
か
ら
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
延
期
と
な

っ
て
い
た
「
県
外
原
爆
・
平
和
展
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

８
月
２
日
～
１４
日
の
期
間
中
、
被
災
資
料

や
写
真
パ
ネ
ル
約
５０
点
を
展
示
し
、
写
真
資

料
調
査
部
会
長
に
よ
る
展
示
解
説
や
、
継
承

部
会
員
に
よ
る
被
爆
体
験
講
話
も
行
い
ま
し

た
。
県
内
各
地
か
ら
約
4
0
0
人
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
来
場
者
か
ら
は
「
心
に
刺
さ

っ
た
」、「
初
め
て
知
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
」、

「
子
ど
も
に
是
非
被
爆
体
験
講
話
を
聴
か
せ

た
い
と
来
場
し
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

（
県
外
原
爆
・
平
和
展
は
、長
崎
市
か
ら
の
受
託
事
業
で
す
）
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Peace Wing Nagasaki

会員の広場（拡大版）
第
1
回
締
約
国
会
議
（
ウ
ィ
ー
ン
）
と

N
P
T
再
検
討
会
議
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
に
参
加
し
て

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
多
く
の
被
爆
者
に
原
爆
投
下
の
日
を
想
起
さ
せ
、
わ
た
し

た
ち
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
に
も
原
爆
や
戦
争
を
身
近
な
も
の
と
し
て
否
が
応
で

も
感
じ
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
既
に
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。 

　

こ
の
よ
う
な
世
界
情
勢
の
中
で
、
T
P
N
W
（
核
兵
器
禁
止
条
約
）
第
1
回
締

約
会
議
が
６
月
に
開
催
さ
れ
、
さ
ら
に
８
月
に
は
N
P
T
（
核
拡
散
防
止
条
約
）

再
検
討
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。
N
P
T
再
検
討
会
議
は
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
を
受
け
て
紛
糾
、
出
さ
れ
た
最
終
文
書
案
に
反
対
し
、
決
裂
し
て
閉
幕
。

２
０
１
５
年
の
前
回
会
議
に
続
き
、
コ
ロ
ナ
で
の
延
期
期
間
を
含
め
て
更
に
7
年

の
時
間
を
費
や
し
て
再
び
最
終
文
書
の
採
択
に
至
ら
な
い
と
い
う
誠
に
残
念
な
結

果
に
な
り
ま
し
た
。

　

第
1
回
締
約
会
議
に
先
立
っ
て
開
か
れ
た
I
C
A
N
市
民
社
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

主
催
国
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
よ
る
第
４
回
核
兵
器
の
非
人
道
性
に
関
す
る
国
際
会
議

は
T
P
N
W
を
実
現
し
た
自
信
と
想
い
に
溢
れ
る
会
議
で
、
こ
こ
で
は
日
本
か
ら

の
若
者
た
ち
や
I
C
A
N
に
集
う
若
者
た
ち
の
力
を
目
の
当
た
り
に
し
て
よ
う
や

く
新
し
い
ウ
ェ
ー
ブ
の
台
頭
を
実
感
し
た
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
第

１
回
締
約
会
議
で
は
ウ
ィ
ー
ン
宣
言
を
高
ら
か
に
謳
い
上
げ
て
終
わ
っ
た
の
で
す

が
、
こ
の
後
の
N
P
T
再
検
討
会
議
で
ま
た
世
界
の
置
か
れ
て
い
る
現
実
に
引
き

戻
さ
れ
た
印
象
で
し
た
。 

　
国
連
の
安
全
保
障
常
任
理
事
国
で
あ
る
ロ
シ
ア
が
、
先
頭
に
立
っ
て
世
界
平
和
を

撹
乱
し
危
機
に
落
と
し
入
れ
N
P
T
の
場
で
も
対
立
構
図
が
明
確
と
な
り
、
こ
れ

ま
で
核
問
題
で
は
目
立
っ
た
発
言
の
な
か
っ
た
中
国
が
踏
み
込
ん
だ
発
言
を
行
う
な

ど
、核
兵
器
国
5
カ
国
が
不
誠
実
な
振
る
舞
い
を
続
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。 

　
岸
田
総
理
が
日
本
の
首
相
と
し
て
初
め
て
N
P
T
再
検
討
会
議
に
出
席
し
ま
し

た
が
、
存
在
感
を
示
し
た
発
言
と
は
言
え
な
い
新
味
に
乏
し
い
内
容
で
し
た
。
我

が
国
内
に
あ
っ
て
は
危
機
感
に
乗
じ
「
核
の
抑
止
論
を
さ
ら
に
一
歩
進
め
よ
う
」

と
す
る
流
れ
が
幻
影
の
如
く
現
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
激
動
の
暑
い
夏
を
経
験
し
て
思
う
の
は
、
再
び
長
崎
か
ら
非
核
の
道
を
再

確
認
し
、
す
べ
て
の
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
立
ち
位
置
か
ら
で
き
る
こ
と
を
創
意
工
夫

を
凝
ら
し
て
実
行
し
、
核
兵
器
廃
絶
と
そ
の
礎
と
し
て
の
核
兵
器
禁
止
条
約
の
旗

を
掲
げ
て
一
人
で
も
多
く
の
仲
間
と
歩
む
こ
と
に
立
ち
帰
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。 

理
事
長
　
調し

ら
べ

　
漸す

す
む

NO. 22

平和推進協会では、会員の皆様よりお便りを募集します。会報をご覧になっての
ご意見、ご感想、お便りなど、会員の皆様の声をお寄せください。投稿いただい
た声は、広報委員会を経て、「会員の広場」で会報「へいわ」に掲載させていた
だきます。投稿は300字以内でお願いします。また、匿名の投稿はご遠慮ください。

お便りをお寄せください！
E-mail：info@peace-wing-n.or.jp
〒852-8117長崎市平野町7-8
長崎平和推進協会「会員の広場」係

「平和の文化キャンペーン」イベントのお知らせ
　長崎市が開催する9 ～ 11月の「平和の文化キャンペーン」に関連して、当協会でも下記の
とおり、イベントを開催します。是非、ご来場ください。

●ラウンジコンサート「Music Garden Pray & Play」
　 日時  10月8日（土）、11月19日（土）14:00 ～ 14:45　 会場  追悼平和祈念館 交流ラウンジ

●原爆死没者名簿筆耕 森田孝子書道展「平和への願いを書に託して」
　 日時  10月22日（土）～ 10月28日（金）8:30 ～ 17:30　 会場  追悼平和祈念館 交流ラウンジ

●市民のつどい（紙芝居（かわち家）・原爆写真パネル等展示・エコ風船・折鶴・ミニコンサートなど）
　 日時  10月29日（土）10:00 ～ 13:00　 会場  原爆資料館前 階段下広場

●堂畝紘子写真展「生きて、繋いで  ―被爆三世の家族写真―」
　 日時  11月3日（木・祝）～ 11月16日（水）8:30 ～ 17:30　 会場  追悼平和祈念館 交流ラウンジ

●長崎国際平和映画祭「ナガサキからNo Warを叫ぶ」
　 日時  11月6日（日）10:00 ～ 17:40　 会場  出島メッセ長崎
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令
和
4
年
9
月
30
日
発
行

本
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

へいわトピックスTOPICS！

（公財）長崎平和推進協会　　　〒852-8117 長崎市平野町7-8　☎095-844-9922　　095-844-9961

◎
維
持
会
員

 

1
、0
9
2
名

◎
賛
助
会
員

 

1
7
2
名

◎
学
生
会
員

 

1
1
名

令
和
4
年
9
月
15
日
現
在

会
員
数
報
告

　賛
助
会
員（
団
体・法
人
）の
一
覧
は
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　ご
支
援・ご
協
力
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
拡
大
に
も
ご
協
力
を
お
願
いい
た
し
ま
す
。

　皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
香
典
返
し
や
退
職
祝

返
し
な
ど
の
ご
寄
附
は
、平
和
推
進
事
業
の
貴
重

な
財
源
と
し
て
、活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

会
費
納
入
の
お
願
い

　当
協
会
の
活
動
は
皆
さ
ま
の
会
費
に
支
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　今
年
度
ま
だ
会
費
を
納
め
て
い
た
だ
い
て

い
な
い
方
は
、何
卒
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、先
に
お
送
り
し
て
い
る
払
込
票
に
よ
り
最

寄
り
の
郵
便
局
で
納
入
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　お
支
払
い
た
だ
い
た
会
費
は
、源
泉
所
得

税
の
税
額
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。詳
し

く
は
当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
故・福
野

　喜
代
子（
遺
族
）
 

 

三
十
一
万
三
千
円

◎
故・中
村

　一
俊（
遺
族
）
 
十
万
円

◎
故・熊
本

　健
（
遺
族
）
 
三
万
円

◎
白
鳥

　純
子

 

一
万
五
千
円

◎
松
本

　由
美
子

 

一
万
円

◎
𠮷
田

　照
枝

 

一
万
円

◎
匿
名（
7
件
）
 

五
万
二
一
〇
円

（
敬
称
略
）

寄
附
者
紹
介

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

「被爆前の長崎の写真」スライド教材を公開
　長崎大学核兵器廃絶研究センターと国立長崎原爆
死没者追悼平和祈念館は、「被爆の実相の伝承」のオ
ンライン化・デジタル化を進めてきました。
　昨年7月から募集した、被爆前の長崎を撮影した写真
等をもとに、教育現場で活用できるスライド教材が公開さ
れました。詳しくは下記二次元コードよりご確認ください。

祈念館入館者200万人達成！
　国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館は、原爆死
没者の追悼と平和を祈る場として平成15年7月に開館
しました。開館以来、多くの方にご来館いただき、9月14
日に来館者が200万人を達成しました。
　200万人目のお客様は神戸市から来崎された親子
です。
髙比良館長より、
入館200万人目
の認定証や記念
品を贈りました。

長崎市老人クラブ連合会様より、
平和推進活動にご協力いただきました。
　長崎市老人クラブ連合会様より、ウクライナ支援活動
の一環として、当協会が販売するPeaceなねこTシャツ・
ねこバッグを多数ご購入いただきました。
　同連合会では、老人クラブ会員の皆様に募金額をプラ
スして商品をご購入いただき、
この募金分をウクライナへ支援
金として送られるとのことです。
　協会の売上金は、当協会
が取り組む平和推進事業に
活用させていただきます。
※PeaceなねこTシャツ・ねこバッグは、原爆資料館等で購入できます。

「被爆者健康講話」
　　　　　　　3年ぶりに祈念館で開催
　8月18日、3年ぶりの被爆者健康講話を追悼平和祈
念館交流ラウンジで開催しました。
　東日本大震災・原子力災害伝承館の館長でもある長
崎大学の高村教授に
「放射線被ばくと健康
影響について」をテー
マに、福島の災害と
伝承館の紹介も交え
て分かりやすく説明し
ていただきました。

RECNA
サイト

世界の核弾頭の数
ロシア 米　国 中　国 フランス 英　国 パキスタン インド イスラエル 北朝鮮 合計

2022年
6月1日 5,975 5,425 350 290 225 165 160 90 40 12,720

長崎大学核兵器廃絶研究センター（RECNA）提供　https://www.recna.nagaski-u.ac.jp/
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